
特定外来生物の防除
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●表紙写真／「園児 ひつじとふれ合い」
　5月16日、こひつじ幼稚園に障害者生活介護
施設「この街学園」からひつじのあずき♀が訪
れ、子どもたちと交流しました。以前にも何度
か、子どもたちが学園へ行き飼育されている
動物とふれあう機会はあったそうですが、この
日は初めて幼稚園へ動物が連れて来られまし
た。子どもたちは興味津々で怯むことなくひつ
じに触れ、みんなでリードを持って園庭を散歩
しました。ひつじを取り囲むと、学園の方から
ひつじの毛や生態について学びました。

■人の動き
・人口 7,898人 （＋10） 　 　
・男 3,918人 （＋7） 　 　
・女 3,980人 （＋3）　　  
・世帯数 3,154世帯 （＋4） 　　 
・転入 32
・転出 19
・出生 3
・死亡 6

平成28年6月末現在。
（　）内は前月比。
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日本で最も美しい村
連合ロゴマーク

Ｃｏｎｔｅｎｔｓ　-もくじ-
■特定外来生物の駆除

■払沢上フラワー団地のご案内

■みんなで守ろう原村の子どもたち

■くらしの情報

■文化情報
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5

6ー7
8ー9

■行政情報

■保健・福祉の掲示板

■くらしのガイド

■はらむらとぴっくす

■はじめましてもうすぐ２才です
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12
13

14ー15
16



みんなで守ろう原村の子どもたち
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『青少年の非行・被害防止強調月間』です

7月は

～みんなで守ろう原村の子どもたち～

　インターネットは便利な反面、危険もいっぱい！
　パソコンや携帯電話・スマートフォンは、インターネットを
利用して、手軽に自らの情報を発信したり興味のある情報を手
に入れたりできる大変便利な道具です。
　しかし一方で、使い方を誤ると他人に迷惑をかけたり犯罪に
巻き込まれたりする危険もはらんでいます。そうしたことにな
らないよう日頃からインターネットの危険性について、しっか
りと子どもに教えるとともにルールやマナーについて話し合っていきましょう。

　子どもに携帯電話を持たせる際は、「連絡のため」「所在確認のため」など、
目的を子どもに理解させましょう。
　使い方によっては有害サイトや悪意のある人と接触する危険性が潜んでいる
ことを伝え、有害情報に対する危機意識を持たせ、トラブルに巻き込まれたり、
起こしたりすることのないよう「責任感」を自覚させましょう。

●情報モラルを守ること

●携帯電話によるネットの利用実態、ご存知ですか？

子どもたちは携帯電話を次のような使い方もしています。
●学校内外を問わず友達とのメールのやりとり
●ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）
●ゲームサイトで遊ぶ

　子どもに見せるのが好ましくないネット上の有害サイトを一定の基準で判断
し閲覧を制限するサービスです。
　子どもの年齢や家庭の方針に合わせて活用形態を選択することができます。
能力や年齢、利用目的に応じて環境を整えてあげましょう。

●フィルタリングの活用

●家庭でのルールづくり　保護者が利用状況を把握する

　携帯電話やパソコンの利用について、下記の例を参考に家庭の中での
ルールを作ってみてはいかがでしょうか。
●利用料金、使い方を決める　　　●困った時は親に相談する
●携帯利用は学校の規則を守る　　●個人情報や他人の悪口を書き込まない
●迷惑メールは無視する　　　　　●出会い系サイトにはアクセスしない

原村教育委員会　原村青少年健全育成協議会

◎子どもたちをインターネット犯罪から守ろう

払沢上フラワー団地のご案内

32


